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ＦＡＸ：03-3664-6470

業務プロセスとデータの流れを見える化することで
業務のムダを発見し、業務改善への活用や業務の
システム化への活用について理解します！
単元毎に自社に置き換えたワークに取り組むことで
より実践的に学びます！

第4回　生産性向上支援訓練

丸田　大祐　講師

業務プロセスの
　　　見える化と業務改善

一般社団法人日本鍛造協会

主催

大手ゼネコンにて全社の経営管理、改善活動の統括事務局を実
施。その後、（一社）中部産業連盟にて製造業を中心とした管
理、改善の指導支援、生産性向上、在庫削減などの指導を担当。
現在は同連盟にて、上席主任コンサルタントとして活躍中。

ムダを発見するための

2024年11月25日（月）10：00～17：00まで
オンライン開催（ZOOM使用）
参加費　: 3,300円（税込）／名

本事業は、「独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構」の委託事業として、当協会が受託し、従業員皆様の生産性向上を目的としたセミナーを企画・実施するものです。

（一社）中部産業連盟　所属

JFA06発　第59号



ご用意いただくもの

プログラム

 ♦注意事項♦
①　録画・録音・キャプチャー取得などによるデータ保管を禁止します。
②　受講にあたっては、下記URLより「同時双方向通信による生産性向上支援訓練利用規約」を事前にご確認ください。　　　　　　　
　　https://www.jeed.go.jp/js/jigyonushi/q2k4vk000000v87c-att/q2k4vk000003ojz1.pdf

1.業務とデータの見える化とは
（1）業務とデータの見える化の定義、必要性
（2）業務におけるデータの種類、層別、テーブルとデータの関係性

受講用PC
・・・受講生1名につき1台
 ※ グループワークがあるため、必ず、受講生１名につき１台でのご参加お願いいたします。
 ※ PowerPoint を使用できる環境で受講してください。

・・・マイク付きのイヤホンのご準備をお願いいたします。
ヘッドホンセット

カメラ
・・・PC備え付けのもので結構です。

ネット環境
・・・無料Wi-Fiでのご参加はご遠慮いただきますようお願いいたします。

2.業務とデータの見える化技法
（1）ビジネスプロセスモデルの必要性
（2）ビジネスプロセスモデルの概要
（3）ビジネスプロセスモデル以外の見える化の技法
（4）自社のフローチャートやＢＰＭＮ作成等演習

3.業務プロセスの見える化と継続的改善
（1）ビジネスプロセスモデル後の展開
（2）ムダの削減と最適化の視点
（3）計画的、日常業務での継続的な改善
（4）業務プロセスの改善とIT化

見える化するための、業務、データの定義、種類、層別を行うポイント
を理解し、また、テーブルとデータの関係性も理解します。
その後、自社における実施状況をチェックするためのワークを実施いた
します。

https://www.jeed.go.jp/js/jigyonushi/q2k4vk000000v87c-att/q2k4vk000003ojz1.pdf

